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法政大学創立者・薩埵正邦生誕 150 周年記念連続講演会―明治日本の産業と社会―

第 12 回

湯本豪一（川崎市市民ミュージアム学芸室長）

「漫画にみる明治の新風俗 ―近代化社会と『進取の気象』―」

○司会者（洞口） それでは、時間になりましたので、法政大学創立者・薩埵正邦

生誕 150周年記念連続講演会「明治日本の産業と社会」を始めさせていただきます。

本日は、回を重ねまして12回目になりますけれども、川崎市市民ミュージアム学芸

室長・湯本豪一先生にお越しいただきました。タイトルは「漫画にみる明治の新風俗

―近代化社会と『進取の気象』―」というテーマでお話をいただきます。

湯本先生は私の先輩に当たるわけで、法政大学のご出身であります。現在、法政大

学の大学院国際日本学インスティテュート及び文学部でも教鞭に立たれておられまし

て、後進の指導に当たっておられます。

皆さんご存じの方も多いかと思いますけれども、非常な大著を次々と著しておられ

まして、『図説 明治事物起源事典』であるとか、『明治ものの流行事典』であるとか、

多くの著作の一部分だけこちらのパンフレットに掲げさせていただいております。イ

ンターネットなどで調べていただきますと、広範囲にわたってお仕事をしていらっし

ゃる先生だということがおわかりになろうかと思います。

きょうは薩埵正邦先生の生誕 150周年を記念して、明治という時代がどのような時

代だったのか、その点について多角的に理解する連続講演会なのですけれども、明治

時代の漫画、風刺画を通じてその当時の様子を立体的に想像してみたいということで

ございます。

それでは、湯本先生、よろしくお願いいたします。

○湯本 今、ご紹介いただきました川崎市市民ミュージアムの湯本といいます。

私は、きょうのテーマである、漫画に描かれた、漫画がどのような記録をしてきた

か、漫画の記録性というものについて興味をもっていろいろ調べたりとかしていたと

いう経緯があります。そのような中で、特に漫画といいますと、皆さん現代の方です

とどうしてもコミックとか、ストーリー漫画だとか、ああいうものを想像なさると思

うのですけれども、今のようなコミック、いわゆるストーリー性のあるものにつきま
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しては、まだ時代が浅くて、大正時代にストーリー漫画のルーツみたいな形で、特に

岡本一平だとか大正期に出てきた漫画家たちによって創始されるということで、それ

より前の明治時代とか、江戸時代も含めてですけれども、特に明治時代につきまして

は風刺漫画というものが主体であったと考えられます。

この風刺漫画ということが明治時代に非常に大きな影響力をもっていたということ

があるのですけれども、その背景にはいわゆる漫画雑誌、今でいうと先ほどの話に戻

りますけれども、漫画雑誌などというと、どうしても厚いもので若い人たちなんかが

一生懸命電車の中でストーリー漫画、コミックなんかを読んでいる、そんなイメージ

になりますけれども、当時の漫画雑誌といいますのは、まさしく風刺を中心とした、

特に自由民権運動などとのかかわりは非常に強く、辛辣な風刺漫画などが掲載されま

して、それが民衆に対する影響力を与えたということで、同じ漫画といっても今とは

ちょっと様相が違っているということなのです。

実は、皆さんにお渡ししましたレジュメの文字の方（１）をみていただきたいので

すけれども、こちらで最初に記録としての漫画資料ということを書いてあります。実

は、私が先ほどもちらっと触れましたけれども、漫画というもの、漫画だからこそ描

いて記録された資料としても、歴史資料、時代をあらわす資料としての漫画としての

特殊性といいますか、ユニークさ、そこら辺のところで、例えばその下にありますけ

れども、写真だとか、イラストだとか錦絵などとはちょっと違っているのではないか

と思うのです。

例えば、写真などは実際にそこのものを撮ったり、景色を撮ったりします。それは

それで一つの事実でありますし、確かにそういうものが撮られたことによって時代や

何かの記録というものが確実に残っているわけです。イラストにしろ錦絵なども、例

えば文明開化のよくみるものだと銀座のレンガ街が描かれたり、あるいはガス灯など

が描かれたりだとか、そういう華やかなものが描かれて、それはそれとして一つの事

実として描かれた記録としてあるわけですけれども、漫画というのはこの辺のものと

ちょっと違っていると思うのです。

漫画の記録性というのはどういうことかといいますと、一言でいうと、そういうも

ののように、ある意味では写真で写しとったような事実を、みたままを描いていると

いうことではないのです。そこにはいろいろな意味で描いた人の意図が込められたり、

あるいは時代性や何かアピールしたいものを本人が恣意的にそこに投影させたりとか、

そのような形で実際にみたものではないのだけれども、逆にいいますと、そのような

営為の中で物事の本質というのが、ほかの例えば写真だとか、錦絵なんかよりもより

鮮明に浮かび上がってくる。そのようなものが漫画の特徴として、特に明治期などを

考える場合には非常に重要なことではないかと思っています。

現在、新聞などで政治漫画などがちょっと載っていますけれども、ほとんど関心が

持たれなくて、私なども余り新聞に描かれている政治風刺漫画なんていうのはこのご
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ろ関心がなくてみないのですけれども、恐らくそういう面では、今はそういう風刺漫

画というもののパワーが衰えている時代ではないかと思うのです。今と全く逆な様相

として、明治時代の風刺漫画をとらえることができるのではないかと思うのです。

今、ご説明しましたように、漫画というものがある意味でそのものの本質をずばり

表現しているということをあらわす一つの資料として、コピーをとってきたので、そ

このスクリーンに出したいと思います。

（パワーポイント）

これは、イギリスの「パンチ」という風刺漫画雑誌です。そこに載っていた漫画で

す。これは時代としましては、日清戦争の直前の時代に極東の情勢をヨーロッパの方

でどのようにみていたかというものなのです。

ここにニワトリが今まさにけんかをして、お互いに飛びかかろうとしているような

状況があって、その後ろに熊が大木のところに寄っかかって、よだれを垂らしてその

様子をみているという状況です。これなどはまさしく日清戦争の直前の状況、あるい

は極東における力関係をずばり表現したものではないかと思うのです。ここによろい

をつけたちょっと小さ目なニワトリがいますけれども、これが日本なのです。日本よ

りちょっと大き目なニワトリが中国、清をあらわしているのです。これを我関せずと

いう形で後ろの方で余裕しゃくしゃくでみている、これが熊でおわかりだと思うので

すけれども、ロシアをあらわしているのです。このロシアがいうには、どちらが勝っ

たとしてもおまえたちはおれの晩飯になってしまうんだというような説明がこの漫画

にはついているわけです。

これをみてもらっても、例えばこの時代のさまざまな極東の力関係とかそういうも

のをいつ何があっただとか、どのような形で対立が起こっただとかというよりも、こ

れだけでずばりそのものをあらわしているのではないかと思うのです。

それから、ちょっと時代が飛んでしまいますけれども、これは日本が第二次世界大

戦に行く前です。いわゆるドイツとイタリアと日本で三国同盟したころを風刺したも

のです。この後ろにいるのが、大体この顔でおわかりだと思うのですけれども、ヒト

ラーなのです。ここに猫が、ジャパンと背中に書いてありますけれども、後ろにヒト

ラーの手引によって焼けている暖炉の中に手を突っ込まれようとしているのです。こ

れはイギリスの漫画ですけれども、当時の三国同盟、あるいは日本とドイツとの関係、

そこら辺をどのようにみていたかというもので、ある意味で、ずばり三国同盟とはど

ういうものなのか、あるいは日本というのはどのようにみられていたのか、ヒトラー

との関係はどうなのかとか、そこら辺がこれ１枚でぱっと理解してしまう。そのよう

な力を漫画というのはもっているのではないかと思うのです。

これは当たり前のことですけれども、日本を猫に擬したりということで、さっきい

ったように写真だとか錦絵のように実際のものを描いているわけでも何でもないわけ

ですけれども、ずばり本質をとらえている。この辺のところが風刺画といいますか、
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漫画の強さということではないかと思っております。

では、明治時代の漫画というものがどのようなものに、どのような形で描かれてい

たかというのを、描かれた内容の前に漫画のあたりのことを少しお伝えいたしたいと

思うのです。それが下に書かれている明治を記録した主な漫画誌という形で幾つかピ

ックアップしたものです。これは、そのほかにもさまざまなものがあるわけですけれ

ども、非常に有名なもの、あるいは影響力があったものとして、この５つを挙げてみ

ました。

「ジャパン・パンチ」というのは皆さんもお聞きになったことがあると思うのです

けれども、日本で最初の漫画雑誌で、チャールズ・ワーグマンというイギリス人が横

浜の居留地で創刊したものなのです。これがいわゆる定期刊行物としての漫画雑誌と

して日本で最初のものでありまして、同時にこの影響を受けた形でさまざまな動きが

日本の漫画界にも出てきて、いわゆるこの辺から日本の近代漫画といいますか、ジャ

ーナリズムの中の漫画というものの芽生えととらえることができると思うのです。

この「ジャパン・パンチ」というものは先ほどいいましたように、横浜の居留地で、

主に居留地の中の出来事をかいているのです。居留地といいますと、本当に外国人だ

けが集まって、我々でいう町の中、町内会みたいな感じで、どこでだれが何か悪いこ

とをしただとか、外人同士の小さな事件や何かも結構かかれているのです。だけれど

も、同時に日本の政治の動きだとか、日本の新しい時代に向かう中でのさまざまな風

俗などが描かれていまして、そういう面では非常に貴重な当時の歴史を記録した雑誌

なわけです。

「ジャパン・パンチ」はものとしてはこういうものなのです。創刊号を除いてほぼ

このデザインで踏襲されております。実は、これは木版刷りで１枚１枚、もちろん文

字が書かれて説明があるのもあるのですけれども、裏は印刷されていないのです。な

ぜかといいますと、ワーグマンが日本人の木版をやっている、例えば浮世絵関係の人

ですとか、そういう者に頼んで彫らせて刷っている。そういうことなので、こういう

裏を刷らない、いわゆる日本の当時の木版と同じような形でこういうものが刷られて

いるわけです。

ちょっとこれをお回ししますので。時間の関係もあると思うので、申しわけありま

せんけれども、一ところで滞留しますと後の方がごらんになれないと思うので、ぱら

ぱらっとみて次の方に回していただければと思います。

「ジャパン・パンチ」というのが先ほどいいましたようにイギリス人のワーグマン

という人が創刊したものなのですけれども、実は日本の漫画を考える上でもう一人外

国の漫画家として非常に押さえておかなければいけない人物としまして、ビゴーとい

う人がいるのです。それがその次にかかれている「トバエ」という雑誌なのですけれ

ども、そのほかさまざまな日本人が描かれているものを発表した人です。

「トバエ」というと皆さんどんなものかおわかりいただけないと思うのですが、皆
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さんのところにお回ししました、いわゆる鹿鳴館時代の日本人を風刺した猿まねとい

う、めかし込んで洋風の格好で大きな鏡の前に立っている紳士淑女が、鏡のところで

は猿で映っているという、高校の教科書などにも出ているぐらいで非常に有名なもの

なのです（２）。これをみていただければビゴーという人がどんな人だったかというこ

とがわかると思うのです。ワーグマンよりも時代は下がりますけれども、明治時代の

自由民権が盛んな時期に日本のさまざまな風俗だとか、政治に対する風刺だとか、そ

ういうのを外国人の目からみた形で描いているのです。

漫画でみる場合に、外国人という目でみたときに押さえておかなければいけないの

がワーグマンとビゴーということなのですけれども、実はワーグマンのが当時の日本

をどのようにみていたか、もう一つ象徴的な図柄としましてこれが挙げられるのです。

よく出るのですけれども、羽のところにヤングジャパンと書かれているオウム。オウ

ムというのは物まねということの象徴としてオウムなのでしょうけれども、それが牛

肉を食べているわけです。下の方にビールがあったりとかということで、ビールと牛

肉に象徴されるヨーロッパのものを単なる物まね鳥で何の考えもなく無批判にただた

だ取り入れている。そのような近代日本の若き姿といいますか、そういうのをこのよ

うな形でとらえているわけです（３）。

こういうものをみましても、あるいは先ほどの猿まねをみましても、外国人の目と

しては本当に何でもかんでも取り入れてしまう日本、それも無批判に近代化という中

で、本当にいいも悪いもなくさまざまなものを取り入れてしまっている日本というこ

と、どうも外国的にはそういうイメージがあったのではないかと思うのです。

それに対して、その下にありますこれは、「団団珍聞」というものに載った明治20年

のものなのですけれども、実はこれが猿まねの作品ができるヒントになったのではな

いかというのです。これはいわゆる猿回しみたいな形で、当時の演劇、いわゆる鹿鳴

館時代の舞踏会や何かを風刺している小林清親が描いた作品なのです（４）。例えば、

同じ鹿鳴館や何かのものを風刺するにしても、こちらは、伊藤なり、井上なり、そう

いう政治のリーダーたちが猿回しをして鹿鳴館を演出している、そのような形でとら

えているわけです。だけれども、逆に同じような事象に対してビゴーというフランス

人にとっては、まさしく日本人が猿まねをしている、これと相通ずる感覚で日本をと

らえたということがあるわけです。

そのようなことから幾つか細かくみていきますと、日本人の視点と外国人の視点と

いう形で違っていたりするのですけれども、いずれにしましても、そのような形でさ

まざまな漫画作品の中で明治という時代、そこの風俗であったり、政治の動向であっ

たりというのが描かれているわけです。

もうひとつ大きなものとして３番目に挙げました「団団珍聞」、これは「まるまるち

んぶん」と読みますけれども、この雑誌が明治を代表する時局風刺雑誌ということが

できるのです。明治10年に創刊されて明治40年まで続いたということで、前後に多少
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の記録されない時代はありますけれども、大きな幅をもって明治という時代をとらえ

ているということなのです。

これが「団団珍聞」という雑誌なのですけれども、これがこのように文章が書かれ

ていて、これは第３号という創刊直後の発行なので文章が割合多いのですけれども、

その中にぱらぱらっとめくっていただきますと漫画が出てきます。その後の号になり

ますと、もっと風刺漫画が多いような形のパターンになってくるわけです。これが自

由民権運動を背景に明治10年に創刊されまして、自由民権運動に、あるいはそれを支

える人たちを活性化し、その風刺漫画が為政者などに非常に大きな影響力を与えてい

るわけです。

この「団団珍聞」というのは今おみせしたような形で、さっきの「ジャパン・パン

チ」などと比べるとちょっと小さ目なのです。実は、先ほどこれが非常に大きな影響

力をもっているということをいいましたけれども、それの一つとしまして、明治12年

に発行部数などを調べたものがあったりするのです。その中で、例えば「東京日日新

聞」が２万5,000部だとか、「郵便報知新聞」が１万4,000とか、「朝野新聞」が１万5,0

00とか、そういう中で「団団珍聞」が１万5,000という発行部数を誇っているのです。

今でいうと、漫画雑誌というと、そういう意味での政治的な影響力とかそういうこと

は考えられないのですけれども、今のことをみてもらっても、あるいはこれをもとに

さまざまな類似の雑誌が出てきているということがあるのですが、そういうことをみ

てもらっても、非常に大きな影響力があったというのがわかっていただけると思うの

です。

これは「我楽多珍報」という、やはり「団団珍聞」の影響によって出てきた類似の

雑誌の一つなのです。あるいは、これは「方円珍聞」というものなのですけれども、

あるいはこれは「目ざまし新聞」。「目ざまし新聞」とか「方円珍聞」とか、この辺の

ものをみてもらっておわかりだと思うのですけれども、デザイン的にも「団団珍聞」

をほぼまねしたということで、大きさ的にも、きょうお持ちしませんでしたけれども、

ほとんどそれと同じような形のものなのです。そういうことで、非常に影響力を及ぼ

しているということがおわかりいただけるのではないかと思うのです。

時間が余りないのではしょりますけれども、その後、宮武外骨が創刊した「滑稽新

聞」とか、北沢楽天が創刊した「東京パック」、このようなものがさまざまに出てきま

す。その「東京パック」が出た時代に、皆さんのところにお渡しした中にもあると思

うのですけれども、「滑稽新聞」がこういう漫画を載せているのです。漫画雑誌が雨後

のタケノコのようにいろいろ出てきて、本屋の店先が漫画雑誌ばかりになってしまっ

たというような漫画なのです（５）。こんなものが出るぐらいにさまざまな漫画雑誌が

出ているということで、こんなところをみていただいても漫画雑誌の隆盛というもの

がみていただけるのではないかと思うのです。

これは「滑稽新聞」の後の「大阪滑稽新聞」というものなのですけれども、パター
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ンとしてはほぼ同じものですので、このような形のものが出ていたりします。

あと、「東京パック」はこういう大柄なもので、これの特徴としてはカラーを重視し

ていて、見開きでカラーのページをつくったことによってよりインパクトを与えると

いうことなのですけれども、「東京パック」も出ますと非常な人気を呼びまして、類似

の雑誌がさまざまに出てきます。

これは合本になっているのですけれども、「東京ハーピー」という雑誌なのですけれ

ども、ほとんどスタイルや何かも「東京パック」と同じものなのです。このようなも

のがさまざまに出てきて、明治の漫画界が非常な隆盛を極めていた。その一端はみて

もらえるのではないかと思います。

このような形でさまざまに漫画雑誌の中に描かれている日本の近代化の中での動き、

あるいは風俗だとかがあるわけです。それの幾つかを紹介させていただくことにしま

す。

それの一つとして、先ほどワーグマンとビゴーというものが猿まねとしての日本、

あるいは物まね鳥としての日本というイメージを描いていますけれども、これもやは

りワーグマンが描いた「ジャパン・パンチ」の中に出てくるものなのです。馬を引っ

張っています馬子も、馬でさえもこのような形で眼鏡をかけているということで、当

時の日本の眼鏡ブームといいますか、これは別に目が悪くてかけているのではなくて、

ある意味の流行といいますか、ブームなわけです。それをこのように馬でさえも眼鏡

をかけているという形であらわしているわけです。あるいは、これはビゴーがかいた

ものですけれども、これもそういう眼鏡のブームを描いているもので、このようにさ

まざまな人がサングラスをかけているのです。ここにだっこされている子供もこのよ

うにかけているのです。

このような形でビゴーとか、ワーグマンというのは、向こうからみたらおかしな日

本人の流行というものを興味をもって描いているのですけれども、逆にいうと、日本

人はこの辺のことに気がついているのか、気がついていないのか、余り興味をもって

日本の漫画の中には描かれないのです。そういうところからも、日本人と外国人の視

点の違いといいますか、そこら辺のものがみられておもしろいと思うのです。

もう一つ、日本の当時の人物を象徴するような形で「ジャパン・パンチ」に描かれ

ているのが、日本人の当時の格好なのです。帽子をかぶっているのでわかりづらいの

ですけれども、散切り頭なのです。帽子をかぶって履きなれないような大きな靴を履

いて、洋傘をもって、わけわからないのですけれども、こんな形の洋服を着ているわ

けです。このような形で当時の日本人の格好なり、スタイルなり、あるいは無理に欧

米化しようとする姿をとらえたりとかしているのです。

ところが、日本人というのはそのようなところをみていないというよりも、むしろ

自分たちが一生懸命これからどうしようかということに汲々としていたということも

あるのでしょうけれども、例えば教育とか、学ぶということを考えても、そういうも
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のに対する一生懸命学んでいこうということに汲々としているさまざまな日本人の姿

が浮かび上がってくるのです。

例えば、これなどは辞典がいろいろ発行されて、いわば辞書の中に埋もれてしまっ

ているという感じなのですけれども、このように何かあるとさまざまな形で向学心旺

盛といいますか、そういうものが日本人の象徴的なものとして出てきています。

そのほかでいいますと、これは英語を学ぼうという人なのですけれども、これもさ

まざまな英和辞典、「これも英和、あれも英和」とだじゃれたタイトルがつけられてい

ますけれども、こういうのがあちこちから学ぼうとしている人のところに突きつけら

れて、この人が目玉だとか、口だとか、鼻とかにこのような辞典を突きつけられてひ

いひいしている。このような状況がかかれていたりするのです。

これは憲法とのかかわりなのですけれども、憲法ができるその前後に、やはり先ほ

どの辞書の話と同じで、さまざまな説明書だとか、注釈書だとかそういうものが雨後

のタケノコのように出てくるのです。それをこのように漫画として描かれて、ここに

憲法という殿様がかごの中にいて、その周りにそれの注釈書や解説書などがずらずら

ずらっと並んで大名行列をしている。このようなことも描かれているのです。

今、例えば教育のもので本がこのような形で非常に出ているということをご説明し

ましたけれども、これ一つとりましても、普通の記録、写真だとか錦絵だとか、ある

いは文章などで書かれていてもなかなか理解できないと思うのです。ところが、今み

てもらったように、３つばかりピックアップした中でもどれだけ日本人が新しいもの

を取り入れて、あるいは新しい知識を身につけようと思って、ある意味で端からみて

いると哀れになるぐらいな形での一生懸命さ、そういうものがこういう本の出版だと

かそのようなことからもみることができるのではないかと思うのです。

あるいは、これは記憶術というものがブームになるということ自体もある意味で知

識だとかそういうものの欲求の一つの結果なのかもしれませんけれども、そういうも

のがブームになると、今度記憶術の本があちこちから出て、ここにてんびん棒を担い

で売って歩いている人たちも記憶の本を売って歩いているということで、こんなこと

は当然なかったのでしょうけれども、まさしくブーム、このようなことをこの１枚の

絵で象徴することができるのではないかと思うのです。

このような中で、例えば女学生なども、もともと江戸時代に女の人たちは教育云々

ということはなかったのでしょうけれども、明治時代になりますと、今ほどではなく

てもいろいろな意味で教育を受けられる機会が多くなるということで、その中でいわ

ゆる女子の高等教育を受けた者などが出てくるわけです。

こういう形で、えび茶式部などとよくいわれているのですけれども、卒業証書を受

け取ってて天狗になっているというような女学生たちがいたりとか、もっとすごいの

になると、例えばそういう女学生もいろいろな意味でだんだん人数がふえてきたりす

ると、勉強というよりも堕落してしまうなどということを描かれたのがこれなのです。
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後ろについている人と同棲か何かしていたのか知らないですけれども、赤ん坊をしょ

って、学校を卒業して田舎へでも帰るような姿をこのような形で描いたりとかしてい

るのです。

あるいは、これなどは当時の女学生がたばこを吸って、今では女の人が吸っても別

に違和感なくなってきたけれども、逆に健康のために吸うということ自体が余りいい

ことではないというのが男女関係なくいわれています。当時としてはこんな感じで、

例えば女学生がたばこを吸って、新聞をみながら議論をしている、談義をしている、

こんな漫画なども描かれているのです。

最後に、そういう人たちがいてどうなるかというと、女学生が大仏に擬せられてい

るのですけれども、最後はこのような形で女学生が世の中を席巻しているような状況

で、それを記念した形の女学生の格好をした大仏様みたいなものがつくられるのでは

ないかという風刺画なわけです。

こういうのをみても、女学生が教育の開放の中でさまざまに進出して能力を発揮し

てきたけれども、漫画的にいうと、今幾つかみてもらったように、すごく自由で本当

に今までにはない、いいも悪いも含めまして新しい女性像、そんなものが１枚の絵の

中にさまざまに展開されていることがわかるのではないかと思うのです。

あと、風俗としまして、例えばひげというのが男の人の象徴的なものとして用いら

れたりしていたわけです。これは、さまざまなひげの形で、地位をあらわすというこ

とでこんなものが象徴的に書かれていたりするのです。下の方になりますと、ひげの

世界でさまざまな、例えばこれは人力車夫、今でいうと職業差別みたくなってしまう

のでしょうけれども、ここでいうとそういう人さえもひげを生やす、そんな世の中に

なってしまうのではないかということでひげの流行という形でかかれています。

あるいは、女性の髪型もひさし髪という、前の方にひさしのように出した髪が流行

したりとか、日露戦争のときの二百三高地との絡みで二百三高地というまげの種類で

高くなったものなのですけれども、こんなものがかかれたりとかして、さまざまな流

行などを漫画として記録しています。

そういう中で、例えば今でもそうでしょうけれども、これは野球のブームなのです。

学生が野球ばかりに夢中になってしまって、本はクモの巣が生えてしまった。このよ

うなものも描かれているのです。

今、ずっとみていただきましておわかりいただけたと思うのですけれども、ほかに

もいろいろ描かれているのですけれども、その中の幾つかを取り上げたにすぎません。

ただ、それらをずっとみていただく中で、やはり普通の写真だとか、錦絵だとか、そ

ういうものとは違った、漫画ならではの記録性、そこら辺のものがほんの数例の紹介

ではありますけれども、ご理解いただけるのではないかと思うのです。こういうもの

の中から時代だとか事象の本質がぱっと浮かび上がってくる。そのようなところに漫

画の意義があり、あるいはそこから時代を読み取る、そのようなことが可能であって、
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今まで漫画というものを記録としての資料としてという使われ方が少なかったのです。

ところが、実際にはこのような形で「団団珍聞」もそうですし、「ジャパン・パン

チ」もそうですし、「東京パック」もそうでしょうけれども、非常に大きな影響力をも

っていた、今の時代のイメージとちょっと違うのです。そういう背景の中でこういう

ものがさまざまに記録されていたということを考えますと、ここで改めて漫画という

ものの記録としての資料性、そこら辺のことを考えてみる必要があるのではないか。

そこからほかではみえてこないもの、あるいは何か新しいことが発見できるのではな

いか。そのようなことを幾つかの中から紹介させていただきました。

私はこういうものに興味をもってやってきたわけですけれども、実は時間がない関

係で出さなかったのですけれども、これを錦絵だとか、写真や何かと比較してみると、

逆に非常におもしろいことがわかるのです。写真としてどのようにとらえられてきた

か、錦絵としてどのようにとらえられてきたか、それが漫画としてどのようにとらえ

られてきたか、そのようなことをみることができると思うのです。

最後に、象徴的なものを紹介させていただきたいと思うのです。これは皆さんのレ

ジュメのところにあると思うのです。最初にも申し上げましたけれども、電気だとか

ガス灯などが出てきますと、それのすばらしさでみんなが見上げて驚いている錦絵な

どというのはよく出ているので、皆さんもご記憶にあると思うのです。それが漫画に

なりますと、ここに行灯があって、行灯はランプというものが出てきたことによって

足をすくわれてだめになってしまっているのです。そのランプはどうなのかというと、

今度はガス灯に後ろから刀で切りつけられてのびてしまっているような状況なのです。

その刀で切りつけたガス灯はどうかというと、電気が出てきたことによって足を引っ

ぱられて、人のことを切りつけているどころではないというような状況なのです（６）。

このようなことで、新しいものがどんどん出てきて、それによって古いものが捨て

られていって、日々時代が変わっていって、そこの中で、きのうは新しいと思ってい

たものが次のときには古くなって無用のものになってしまう。錦絵などで象徴的に描

かれているものからすると、このようなイメージといいますか、こういうのは出てこ

ないと思うのですけれども、例えば照明ということを考えましてもこの漫画一つでそ

のあたりのことがみてとれるのではないかと思うのです。

そのようなことから、ぜひ皆さんにも何か機会がありましたら、漫画の資料、記録

としての漫画、そういうものを改めて考えていただきながら、当時の漫画をみていた

だくと、今まで考えていなかったこととか、ちょっと別な視点からものがみえてきた

りするのではないかと思うのです。そういう面で漫画というものを改めて位置づけて

いただければと思っています。

余りにも資料が多過ぎて、この時間の中で細かいことが紹介できなくて、それだけ

にあちこち飛んでしまった形の紹介になってしまったかもしれませんけれども、いず

れにしてもそういう中で何となく漫画というものについてご理解いただけたのではな
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いかと思っています。

一応１時間ということで、もうそろそろ時間になりますので、終わらせていただき

たいと思うのですが、この後、皆さんと質疑応答の中で細かいことについてお答えで

きるものについてはお答えしていくという形でお願いしたいと思います。

簡単で申しわけありませんが、いろいろありがとうございました（拍手）。

質疑応答

○司会者 湯本先生、ありがとうございました。

それでは、お待たせいたしました。会場の皆さんのご質問がございましたらお受け

いたしたいと思いますので、ご所属とお名前の後にご質問をいただければと思います。

先生、これどうもありがとうございました。お返ししておきます。これは原本とい

いますか、その当時のものなのでしょうか。

○湯本 原本です。例えば、先ほどいいましたように、『ジャパン・パンチ』などと

いうのは、日本人に原稿を彫らせていたので、日本人はスペルがわからないので間違

ったスペルを書いたりしているとそのまま彫ってしまうのです。ですから、結構わけ

のわからない文字が出てきたりということがあったりします。そのようなことから、

日本の漫画雑誌がスタートしたということでも、これは記念碑的なものだと思います。

○司会者 それをお回しいただいて本当にありがとうございます。その手に入れ方

をちょっと伺いたいのですけれども、先生はどのようにしてそれを手に入れられたの

ですか。

○湯本 神田の古書店などで江戸や明治の古書を扱っているところ、ああいうとこ

ろなどに行けば、頼んでおけば入るのではないかと思うのですけれども。いわゆる古

い古書をやっているところが一番入手しやすいのではないかと思います。

○司会者 どのぐらいするものなのですか。値段というのはどのようにつくのかあ

れなのですが。

○湯本 これは号数だとか、あとは私もいろいろ調べているのですけれども、『ジャ

パン・パンチ』で新しく発見された号とかあるのです。そのようなことによって大分

違ったりするのでしょうけれども、大ざっぱにいって１冊、例えばこういうものが出

てきて、創刊号などではなく一般的なものだったら十数万円とか20万円ぐらいとか。

○司会者 １冊だけで。

○湯本 １冊で。そういうものではないかと思うのですけれども。

○司会者 オウムがビールを飲んでいる漫画があって、よくみると「バスペールエ

ール」と書いてあって、三角のマークがあって、イギリスのパブでブリティッシュパ

ブに行くと今でも飲めると思うのですけれども、普通のデパートなどに行くと洋酒売

り場には洋もののビールがありますけれども、三角形のマークの入った瓶入りのビー

ルですよね。これが明治５年ですから1872年ぐらいからもう飲んでいるという状態で



12

すよね。だから、 120年以上にわたって日本に入り続けているということだと思うの

ですが、ほかに漫画からわかる、現代に続いている風俗のようなものはどういうもの

があるのでしょうか。

○湯本 さまざまなのですけれども、例えば、『ジャパン・パンチ』などだとボウリ

ングなどというものも出ているのです。ボウリング誌などでいうと、日本の近代的ボ

ウリングの始まりというのは新しくて、たしか戦後ぐらいですか。そこら辺から青山

かどこかにできたボウリング場というのが最初だということなのですけれども、実際

に居留地や何かでそのような形でボウリングをやっていたりとか、よくみますと、後

ろのところに日本人がピンを立てたりしている図などがあるのです。それはそういう

ものに雇われていたということで、当時の日本人なども一部かもしれませんけれども、

ボウリングということも認識していたと思います。あるいは、さまざまなスポーツな

どもほとんど今と同じような形で居留地でやられて、それが広がっていくという状況

がありますので、そういう面では意外に早くから向こうのものが日本に入ってきたと

いうことが、漫画でも描かれているということで、ボウリングなども『ジャパン・パ

ンチ』以外だとその時代にかかれたものは余りないような気がするのです。ほかにも

いろいろありますけれども、記録としての漫画といいますか、そこら辺のものは重要

視されるべきではないかと思っていたりするのです。

○Ａ 大学の者で Ａと申します。きょうは最後しか聞けなくて悔しくて、でも実物

を実際に手にとらせていただいてうれしくて、うれしくて、相当勇気が必要だったと

思いますけれども、ありがとうございました。

雑誌の入手の仕方で気づいたことですけれども、今度、神保町の和洋会でそういう

目録に『団団珍聞』の実物が数冊、三、四巻からだと思いますけれども、七、八千円

で載っています。私が申し込みたくてもお金がないから、皆さん、もし和洋会の目録

が来ているならばぜひみてください。来週の金曜日、土曜日ですので。

思いがけないところで破損の恐れなく、創刊号とか非常に少ない雑誌はともかくと

して、復刻に走らないまでも実物は入手できることも運がよければあると思います。

目録をもらっていない方なら神保町の古書会館にでも電話してみて至急送ってもらっ

てください。

○湯本 今のお話とのかかわりですけれども、実は『団団珍聞』も、あるいは『東

京パック』も非常に高い本なのですけれども、復刻がされております。一般の人には

手が出ない金額なのですけれども、大きな図書館などには、恐らく法政も含めてある

のではないかと思いますので、現物ではないにしても、こんなものがかかれている、

あるいは全体の流れとしてこのようなことなのだということをみることは可能だと思

いますので、もし興味がありましたらぜひごらんいただいて、当時の息吹を感じてい

ただければありがたいなと思います。

○Ｂ Ｂと申します。きょうはありがとうございました。
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漫画の重要性というか、学問としてさらに追求して調べたいという場合に、日本の

大学の中でこういった分野を専門としているというか、取り扱っているような大学が

あるのかどうかわからないのですけれども、先日、京都精華大学に漫画学部というの

ができたというのは聞いたことがあるのです。もし学びたい場合、そういった歴史を

探るという角度で研究をしているような大学をご存じでしたら教えていただければと

思います。

○湯本 今ご指摘いただきました京都精華大学とか、一部漫画というものに興味を

もってそういう形で教えているところがありますけれども、ほとんどが現代の漫画と

か、実技だとか、そういうものが主なのです。

漫画史とか漫画で歴史を探るという形で本格的に取り組んでいるところが残念なが

らないのです。個々の研究者なりがぽつぽつ取り組んだり、あるいはあるテーマをも

ってそれを調べるために漫画の資料や何かもそこら辺の分野のことをピックアップし

ているというような状況で、今ご質問いただきましたような形で本格的な形で漫画史、

あるいは漫画資料についてちゃんとした形でやっているという大学というのは残念な

がらないのではないかと思います。

○司会者 似たような質問を私も伺いたいと思ったのです。現在、先生が法政大学

の文学部日本文学科で教えていらっしゃるということと漫画というものの位置づけが、

何か文学部というと源氏物語を読んでいたり、夏目漱石を読んでいたり、そういうイ

メージがあるのですが、どういう文脈でつながっていくのかというお話をちょっと伺

いたいと思ったのですが。

○湯本 私が授業で伝えたいと思っているのは、文学をやっていても、あるいはほ

かの専門科目でもそうでしょうけれども、やはりそれの背景として社会のことだとか、

いろいろな制度のことだとか、風俗のことだとか、そういうものを知らないと、専門

科目をやるにしても浅いものになってしまうのではないかと思うのです。

学生さんたちはそのようなことでそれぞれの専門分野をやっているのでしょうけれ

ども、それとはちょっと違うけれども、このような形でいろいろな漫画というものか

ら広がりをもっていただいて、それがヒントとなって、もしかしたら自分が気がつか

ないあたりから専門分野についてのアプローチができたりとか、そのような可能性も

あるのではないかと思っているのです。

例えば文学でいいますと、さまざまな文学者とか、明治の後期になると自然主義の

あたりのことが非常に漫画として描かれたりしているのです。そうしますと、恐らく

そこら辺のところは、漫画資料ということにかかわらないでやっていた場合にすっぽ

り抜けてしまうと思うのです。それをみることによって、それがお役に立つかどうか

わからないのですけれども、少なくともこういうものもありますよ、このようなもの

も資料としてちょっとみてください、そういう提案みたいのができればという形で授

業をしています。



14

○司会者 実は、この連続記念講演会の第９回、６月30日ですが、東洋大学文学部

フランス文学科の先生なのですけれども、朝比奈美知子先生にお越しいただいて、「フ

ランスの挿絵入り新聞『イリュストラシオン』からみた日仏近代」ということでお話

を伺っています。そのときはフランス人から日本をみますと、1860年代から70年代、

江戸の末期から開国にかけてジャポニズムの非常なブームがあって、日本という外国

に対する興味や浮世絵に対する関心などが非常に高まって、だれもが一度行ってみた

い国と夢みる場所としての日本があった。その後、80年代から90年代ぐらいが物まね

をする国日本ということで、きょう先生からお話があったような鹿鳴館時代を背景と

したような西欧の物まねをしている東洋人というのがあった。90年代から後、日清戦

争から後は対外侵略に出かけていく日本、非常に扱いづらい凶暴な猛獣のような、物

まねをする猿から猛獣としての猿に変わるようなイメージの変遷があるというお話を

伺ったのですけれども、日本の漫画、あるいは漫画新聞をみたときの明治という時代

の中の流れというのはどのように考えればよろしいのでしょうか。

○湯本 例えば、一番長いものとして『団団珍聞』というのが明治10年から40年ま

でずっと続いているわけです。実は、『団団珍聞』というのが生まれた背景は自由民権

運動の中で野村文夫という人が、幕末にヨーロッパへ密航留学をして、その後こちら

に帰ってきて官途に着くのですけれども、いわゆる薩長以外の広島出身ということで、

いろいろな意味で虐げられて、それが自由民権運動のときに向こうでみてきた『パン

チ』というものを参考に、野に下って為政者だとか、政治、風俗、そのほか社会の矛

盾や何かをちゃんとした形で漫画というもので風刺してアピールしていこうという形

でつくったものなのです。

実は、そういう形で自由民権運動の時代には非常に有名な作品などが幾つも出てき

て、小林清親だとか、本多錦吉郎だとか、田口米作だとか、さまざまな画家や浮世絵

師がそういう形で描いていくのです。実は、『団団珍聞』が後半になりますと自由民権

運動が衰えたりとか、日清戦争、あるいは日露戦争ぐらいになりますと、風刺の力が

衰えてくるのです。それはなぜかといいますと、例えば『団団珍聞』に日露戦争の漫

画などをみると、ほとんど日本がすばらしくて、ロシアはだめだという、いわゆる当

時の国論がそのまま反映された形で、そういうものに対する風刺というのがほとんど

なくなってきているという状況があると思うのです。

そういう面では、自由民権時代のエネルギーといいますか、為政者を風刺するよう

なものがちょっとなくなってきてしまっているのではないかと思います。

実は、そのような流れが最終的に漫画が明治時代の末に衰えていく一つの原因なの

ですけれども、それの決定的なものとして大逆事件があるのです。それによって言論

が統制される中で、漫画も風刺力が衰えてきてしまうわけです。明治時代の最後の方

というのは、衰えた漫画の時代ということができると思うのです。

それが逆に、今度大正時代になりますと、全く別な形で漫画が再生してくるのです。
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その再生というのは何かというと、新しい人たちによっての新聞漫画です。当時の新

聞というのはどちらかというと漫画よりも挿絵だったりという形で、漫画としては雑

誌メディアが主流だったわけです。

ところが、今いいましたように、小林清親にしろ、本多錦吉郎にしろ、一人は浮世

絵師であって、一人は画家なわけです。実は、明治時代の漫画を描いていた人という

のは主にそういう別に本画があって、それと一緒に漫画をかいていたという人たちな

のですけれども、言論統制の中でそういう人たちがだんだん漫画というものから去っ

ていってしまうわけです。そうなると、そこの空白のところに新しい人たちが出てき

て、新しい時代をつくっていく。それがいわば大正時代ということで、その新しい人

たちというのはだれかというと、例えば岡本一平だとかそういう人たちに象徴される

若い人たちなのです。その人たちは明治時代とはまた別な形のさまざまな漫画をつく

り出すことによってもう一度漫画界が活性化してくるわけです。それはなぜかという

と、風俗というものをより見詰めてかいたりとか、今のコミックだとかストーリー漫

画に通じる漫画漫文という新しいスタイルですね。ストーリーが展開される漫画をか

いたりとか。

漫画家というのは今、我々は当たり前のようにいっていますけれども、漫画家とい

う職業が確立したのが実は大正期なのです。そういうのを確立するために漫画家とい

うもの、あるいは漫画というものをアピールするというような運動を展開するのです。

そういう中で明治とは違った新しい大正期の漫画というものが確立していくというこ

とですので、明治でいいますと、最初のエネルギーというのがだんだんしぼんでいっ

た中で大逆事件によってばっさり大きな転換が来る。そのような考え方で流れはとら

えられるのではないかと思います。

○司会者 風刺から風俗に移って、ストーリー漫画に来てという大きな流れがあっ

て、恐らくストーリー漫画の中には文学性も含まれるでしょうし、その次にはインタ

ラクティブな漫画としてのゲームというのが控えていて、今21世紀のそこまでつなが

ってくるのだろうという気がいたしました。

○Ａ ばかばかしい質問かもしれませんが、『団団珍聞』と『驥尾団子』の関係は何

なのですか。どういう違いがあるのでしょうか。

○湯本 『団団珍聞』の兄弟誌という形で『驥尾団子』というものがあるわけです。

同じ団団社という会社から発行されているわけです。ここのところをみておわかりい

ただけたと思うのですけれども、狂句だとか狂歌というのも掲載しているのです。『団

団珍聞』が非常に人気を得ていたので、そういうものを全部載せるスペースがなくな

ったので『驥尾団子』という雑誌を発行しましたよというのが実は表向きの理由で、

発行のときにそのような理由を書いてあるのです。

ところが、裏の理由としましては、実は片方が何らかの形で発刊停止になった場合、

片方を助けるという形で、マルチンにも言論統制の中で発刊停止ということがありま
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すので、それを助けるための安全弁として同じようなスタイルだけれども、２誌つく

った。それが真相だと思うのです。

○司会者 先生、漫画などを含めて明治の人物事典などもつくられていますけれど

も、明治時代の魅力的な人物でお好きな方がいらっしゃれば何人か、後学のためにも

伺いたいのですが。

○湯本 好きな人物は特別いないですけれども、実は私、今大学院の方で漫画の授

業をやっているのです。その中で講義しているのが、『団団珍聞』などである人物を特

定の動物などになぞらえて表現するという方法があるということです。一番単純な例

でいうと、熊は大隈重信なわけです。例えば、ムツという魚は陸奥宗光なのです。そ

のようなことでやっていくと、例えば象がかかれていた場合、これは２つの人物が考

えられるのです。１つは、大久保一蔵、要するに大久保利通なのです。もう一つは、

後藤象二郎、あれも「しょう」という字が「象」と書きますので。例えば、象という

ものが出てきた場合に、これは大久保利通をあらわしている場合もあるし、後藤象二

郎をあらわしている場合もあるわけです。

そのような形で読み解くことによって何をいっているのか、そこら辺のことは非常

におもしろくて、例えば鯛というものがかかれていても、鯛というのも２人の人物を

あらわしているのです。１人は鯛でおわかりだと思うのですけれども、板垣退助とい

うのは結構鯛でかかれるのです。ところがもう一人の人物で五代友厚。これも鯛なの

です。鯛として描かれた場合、五代友厚であったり、板垣退助だったりするのです。

例えば、鯛の横にタコがいた場合、これは五代友厚の鯛なのです。なぜかというと、

こちらにいるタコというのは黒田清隆、黒タコなのです。黒田はタコとして描かれた

りするので、北海道の官物の払い下げ事件や何かとの絡みで鯛とタコが出てきたら、

こっちは五代友厚の鯛なのです。

逆に、鯛の横にカメがいた場合は、恐らくこちらの鯛というのは板垣退助だと思う

のです。こちらのカメは何だといったら、板垣退助が内務大臣のころ、それの腰巾着

みたいにしていた官僚の三崎亀之助なのです。そこからカメと鯛が描かれていた場合

には、こちらの鯛は板垣退助をあらわす。板垣というのは、当たり前ですけれども、

垣だから柿の木であらわされたりもするのです。もう一つ、垣根として表現されたり

することがあるのです。逆に、垣根として表現されると、木戸孝允は木戸なので木戸

で表現されたりするのです。そうすると、微妙に垣根なのか木戸なのかという話があ

るのです。

要するに、そういう形で明治のさまざまなものをやっていくと、あるいは人ではな

くて、例えばナマズというのは官僚をあらわします。ナマズのように立派なひげを生

やしているところからきています。それとの関係で、ドジョウといったら下級官吏を

あらわすわけです。ナマズより小さくて、ちょぼちょぼとさえないひげが生えている

といいますか、そのような形で幾つかキーワードみたいな形で読みとっていくと、お
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もしろい絵解きみたいなものができるのではないかと思ったりしています。

○Ｃ きょうは楽しい話をどうもありがとうございます。Ｃと申します。ターゲッ

トというか読者というのは、みますと、多少英会話の練習とか、英語の解説とか入っ

ていますよね。そういうのは外国人も意識しているのか、あるいはそのような学生と

か、新しい知識人とか、そういう人を対象にしているのか。どの辺の読者を考えて、

先ほどおっしゃったように自由民権運動とかその辺で今までの体制と違う体制の人な

のか。みんな漫画誌によってセクトというか、セクションに分かれていて、これは自

由民権派とか、これは旧体制派とか、保守派とか、そのような形で。出ているのも週

刊誌のやつと月２回とか、３回とか、頻度が５日、10日、15日とか出ているみたいで

すけれども、全部が全部週刊誌みたいではないですし、『団団珍聞』は週刊みたいです

けれども、そういう頻度と読者層と、いろいろな漫画誌があるみたいですけれども、

政治色がありや否やか、その辺を教えていただけたらと思います。

○湯本 まず、『団団珍聞』とか『東京パック』などはご指摘のように英語とか、

『東京パック』などは中国語などでもキャプションが書かれているのです。『団団珍

聞』の方は、先ほどいいましたように、これを創刊しました野村文夫という者が幕末

に英国に密航留学をしますので、そこで向こうの『パンチ』の影響を受けているとい

うことで、創刊号などをみますと、英文和訳とあるのですけれども、４号をみますと、

『団団珍聞』というのを英語に何と訳しているかというと、マルマルパンチと訳して

いるのです。そのようなことで、それなりの自由民権をリードしていった知識階級と

いうのが読者として最初のターゲットだったと思うのです。それがだんだん自由民権

運動の広がりとか盛り上がりの中で、より読者が広がっていったということがあると

思うのです。

これに関しては、実は『団団珍聞』の後ろに売りさばき所というのが出ているので

す。これがだんだん広がっていくという傾向がみえるのです。そういうところからも、

最初は知識階級だったのがだんだん広がっていったという傾向にあると思うのです。

そういう面では、自由民権運動ということでご指摘のことでは、反政府という形での

言論だと思うのです。

それとは別な形で、逆にどちらかというと、例えば板垣などを批判するようなもの

も出ていたりするのです。『絵新聞日本地』という、これもギャグみたいなものなので

すけれども、『ジャパン・パンチ』からこのタイトルをつけたらしいのですけれども、

『ジャパン・パンチ』から『絵新聞日本地』といって日本のパンチだという形だと思

うのです。これが創刊されたのが明治７年なのです。実は、ここの中で今いったよう

に板垣だとか自由民権というものについて批判的な漫画を載せているのです。明治７

年というとご存じのように、板垣とかそのほか西郷もそうでしょうし、副島種臣だと

か、そういう人たちが征韓論との絡みで参議が下野するという前後の時期に当たるわ

けです。そこからある意味で、下野した人たちによって自由民権運動が活発化すると
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いう経緯があると思うのです。そんななかで、これは政府寄りの漫画をかいているの

です。

ところが、確認されているところによると、３号で終わってしまっているのです。

ですから、基本的には当時の一般の人たちにとってはそういうことが支持されなかっ

たということではないかと思うのです。なおかつ自由民権のこういうものは、『団団珍

聞』のさまざまな類似誌などもどんどん出ていたということからすると、大きな流れ

として政府を批判したり、自由民権というものをバックアップするような風刺漫画雑

誌の方が主流だった、そのように考えられると思うのです。

あと、『東京パック』につきましては、このような形で見開きで非常に大きな絵など

で、これはカラーで、これが非常にインパクトを呼んで評判を呼ぶのです。実は、『東

京パック』のもう一つの大きなねらいというのは、先ほどご指摘ありましたように、

実はここのところに英語だとか中国語のキャプションがあったりするのです。これは、

日本だけではなくて、例えば上海だとか、英語だとか中国語圏の方にまで販路を広げ

ようという意図が最初からあったとみてとれるのです。実際にそのような形でやって

いますし、そのようなことから明治の時代、創刊が明治38年ですけれども、そのころ

になって新しい雑誌を出したという中では、もう少し日本国内というよりも広がった

形での市場みたいなのが想定されていた。そんなことがいえるのではないかと思いま

す。

○Ｄ Ｄと申します。旧社名をＱ帽子といいまして、渋沢栄一がつくった会社の一

つなのですけれども、その関係でマニアックなお話をお伺いしたいのです。

明治時代に帽子がかなり広まったと思いますけれども、漫画でどのように紹介され

ているかお教え願いたいと思います。

○湯本 帽子とか、実はファッションというものは、結構非常に多く関心をもたれ

ているのです。これは漫画だけではなくて、ファッションですから、例えばいわゆる

ファッション雑誌的なものだとか、『風俗画報』だとかといった、その図をそのままか

いたりとか、そうしたものなどにも描かれているのです。これは漫画ではないのです

けれども、『東京風俗誌』という中にかかれていた当時のさまざまな帽子をこのような

形で紹介しているわけです。

あるいは、もっと遡りますと、明治14年ですけれども、帽子の洗濯所というような

図もあって、帽子を洗濯するような商売もあったということなのです。

これはイラストレイテッドロンドンニュースなのですけれども、当時の日本人の子

供にも正装して帽子をかぶらせて、一人前の大人みたいな服装をさせていたりとかと

いうひとつのはやりであったりするのです。このような形で、先ほど象徴的なもので

散切り頭で帽子をかぶっていたというのがありますけれども、いろいろな形でイラス

トや何かにも出てきたりとかしています。先ほどのように帽子洗濯所があったなどと

いうことからすると、相当な需要があったのではないかと思います。
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これに限らずファッションというのは昔でも今でも興味をもたれていたのでしょう

けれども、女性のひさし髪の話を先ほどしましたけれども、実は、リボンがはやるの

です。例えば、リボンなどはだんだんはやっていって、最後にこんな大きなリボンに

なってしまって、リボンで飛ぶことができるのではないかとか、そのような漫画なの

ですけれども、これぐらいリボンがはやっているということなのです。

そのような形で、リボンとか帽子とかを紹介しましたけれども、まさしくファッシ

ョンなどは風俗として漫画に非常に取り上げられているということがありますので、

細かくみていくとまだまだ見落としたけれども、非常におもしろい当時の時代を切り

取るような漫画が出てくるのではないかと思います。

○司会者 どうもありがとうございました。時間を超過してお答えいただきました。

湯本先生にここで改めて拍手をお願いいたします。

（満場拍手）

日 時：2006 年 9 月 30 日（土） 15:00～16:30

会 場：法政大学市ヶ谷キャンパス ボアソナード･タワー25F
イノベーション･マネジメント研究センターセミナー室

司 会：洞口治夫（法政大学大学院

イノベーション･マネジメント研究科教授）
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